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創世記から始める神さま理解 
福岡教会牧師 國重潔志 

 

第１回 はじめに〜旧約聖書から神を考える意義 

 

I. 神学について 

A. 神学とは 

1. 神について考える 

2. 自分が信じている神について考えるのが神学の目的 

3. 正しい知識を得るのが目的ではない 

B. キリスト教神学の性質 

1. 自然宗教と啓示宗教 

a) 自然宗教 

(1) 神道、仏教、ヒンドゥー教など 

(2) 真理はこの自然界の中にあり、人は真理を発見するもの 

b) 啓示宗教 

(1) ユダヤ教、キリスト教、イスラム教 

(2) 真理は神から教えられるもの 

2. キリスト教 

a) 真理を神から教えてもらう（基本的に聖書を通して） 

b) 人は神ではないため、神の教えることを完全に理解するのは不可能 

c) 人は、正しい・間違いと断言するのは不可能 

d) そのため、「○○が正しい」ではなく、「○○を信じる」というのがキリス

ト教（例・使徒信条） 

II. 旧約聖書から始める意義 

A. 主イエスの教えを理解するためには、主イエスが活動しておられた世界を知るこ

とが必要 

1. 言葉の意味は、その文脈で決まる 

2. 主イエスの言葉を理解していくためには、当時の宗教的文脈（宗教的常識）を

知る必要がある 

B. 主イエスも使徒も、旧約聖書を前提として話していた 

1. 主イエスが語っていた人たちの宗教的常識は旧約聖書によって形成されてい

た 

2. だから、旧約聖書が提供する宗教的常識を身につけると、主イエスの教えを

より正しく理解することができる 
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III. 旧約聖書とは 

A. 旧約聖書の形成過程を巡る議論 

1. ２つのアイデア 

a) 伝統的理解：五書（創世記〜申命記）の殆ど（最初からモーセが死ぬとこ

ろまで）はモーセが執筆した 

b) 19 世紀から出てきた理解：さまざまに（主に４つ）並行して存在してい

た宗教的口伝と文書がバビロン捕囚後、エズラの時代に１つに統合され

て、ユダヤ人の一つのまとまった宗教が始まった。 

2. 21 世紀の理解 

a) 五書の中に、ところどころ、モーセの時代よりも新しい単語が混じって

いる→明らかに後代の編集がある 

b) 並行して口伝が存在していたという仮説の前提が覆される考古学的発見

が相次ぎ、21 世紀の今、モーセに始まる一つの伝統でユダヤ人の宗教、

また旧約聖書が形成されたと欧米の学会では理解されている。 

c) ただ、この欧米の理解が十分に日本に紹介されていないため、特にネッ

ト上では、20 世紀までの理解が多々見られる。 

3. 講師が考える無難なところ 

a) モーセに始まる口伝律法と、ある程度文書化もされていた律法の両方が

あった 

b) バビロン捕囚後、エズラ以降に、他の書も集められて編集され、現在の

39 巻にまとまった 

B. 旧約聖書をどう読むか〜講師の理解 

1. 旧約聖書がどのように形成されていったのかについてさまざまな学説が出さ

れているが、結局のところ推測の域を出ない → つまり、結論が出ない 

2. 主イエスの時代、旧約聖書 39 巻はまとまっており、その 39 巻によってユダ

ヤ人の宗教的常識また霊性が形成されており、その常識と霊性の中でキリス

トは語った 

3. だから、答えの出ない旧約聖書諸書の起源についての議論には加わらず、旧

約聖書によって形成される常識・霊性を学んで理解し、その常識・霊性を用い

て主イエスの福音を理解していく（正典批評） 

IV. まとめ〜この講座の目的 

A. 神さまについて、神さまと共に考えていく 

B. 旧約聖書によって形成される信仰の常識の中で、主イエスは福音を語り、十字架が

立った。だから主イエスと十字架をより深く理解していくために、旧約聖書によっ

て形成される信仰の常識についても考えていく 


